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 この 2 人がどのような経緯をもって出会い、どのような交流をもったのか、今後調べて









たことを述べている（澁澤 1957: 1-2）。 







て、原田清らと「民俗学談ニ耽ル」とある（刈田 2002: 36-39）。 
 2人は昭和 5年 1月 4、5日にともに足込の花祭を見学し、5日の晩には早川孝太郎、宮
本（勢助か馨太郎か1）、原田清を交えながら民俗学談義を行っている。明治 20 年（1887）
生まれで当時 43 歳の折口信夫、明治 29 年(1896)生まれで 34 歳の澁澤敬三、明治 27 年
(1894)生まれで 32歳の原田清、明治 22年（1889）生まれで 41歳の早川孝太郎らは、奥三
                                                   
1 この時には宮本勢助とその子息である馨太郎が一緒に現地に行っており、日記の記載は 
「宮本」だけなので、勢助なのか馨太郎なのかは不明。 




































                                                   
































































































































らは、昭和 10年（1935）10月 10日の同誌 4号に高橋文太郎が「民具の研究」と題して、
民具に付随する伝承調査の必要性を説いたり、同年 11月 20日の 5号では山本二三丸が「民
具に就て」で、民具の分類案を示したり、同年 12月 30日の 6号では礒貝勇が「民具研究
の方法」を書いたりしており、同誌 35号までさまざまな議論が繰り広げられている（小川 
































































記す内容は、各項の説明で述べている内容である（折口 1971a: 25-39）。 





  習慣伝承 一般の年中行事、冠・婚・葬・産のこと、猟師・漁夫の行事、百姓の行事、
商売人の行事、衣食住、階級に関しての習慣的伝承、特殊民 
  言語伝承 民譚、民謡、童謡、呪文、神拝詞、祭りの囃し詞、諺、謎、隠語、洒落、舌
もじり、あさな 
  表出伝承 自分自身の感情を表すときの固定した方法、遊戯、勝負事、子供の遊び 
 











一、信仰に関するもの  1国家的信仰 2民間信仰 3他界観念  
4巫術・蠱術・妖術 5神社と寺院と 6叢祠其他 7祭礼 8妖怪 
二、医療・禁厭 
三、一般風習 1地方的一般年中行事 2特殊年中行事 3婚姻 4誕生 5葬儀  
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6由来不明なるしきたり 7社会的訓諭の文句 8町村の交渉 
9衣服 10食物 11住家・建築  
四、階級制度 1親方と子方と 2老若制度 
五、口碑・民譚 
六、言語・遊戯 1方言 2言語遊戯 3遊戯 













訳『THE HANDBOOK OF FOLKLORE 英国民俗学協会公刊 民俗学概論』（岡書院）の
目次と比べると、近似した構成となっており、折口の「民間伝承蒐集事項目安」は岡正雄に
よる翻訳本が出版される前に、バーン編の『民俗学概論』を参照している可能性がある。『民
俗学概論』の目次は次の通り（節以下は省略）である（バーン 1927: 1-5）。 
 
  序章 一 民間伝承（Folk-lore）とは何か 
     二 如何にして民間伝承を採集し且記録すべきか 
  第一部 信仰と行為と 
第一章 土地と行為と  第二章 植物界  第三章 動物界 
第四章 人間  第五章 人造物  第六章 霊魂と他生と   
第七章 超人間的存在  第八章 予兆と卜占と  第九章 呪術技法 
第十章 疾病と民間医術と 
  第二部 慣習 
     第十一章 社会的及び政治的制度 第十二章 個人生活に於ける諸儀礼 
     第十三章 生業と工業と  第十四章 暦、齋日及び祭礼 
     第十五章 競技、運動及び遊戯 
  第三部 説話 歌謡及び言慣し 
     第十六章 説話  第十七章 歌謡と譚歌と  第十八章 諺と謎々と 
     第十九章 諺語的韻語と地方的言慣しと 
  附録 A用語篇 B問題篇 C印欧民譚型表 D引用文献 
 
 折口の「民間伝承蒐集事項目安」とバーン編著・岡正雄訳『民俗学概論』を比べると、両
















影響を受けている可能性も否定できない。バーン編著の『THE HANDBOOK OF 





















































口 1934<1996: 167-168>）。 
 
 ここで「近来、その名称の民俗芸術に除外すべからざるものであるところ」と言うのは、
民俗藝能の会の雑誌『民俗藝術』第 1巻 11号（昭和 3年 11月）で特輯として「造型美術」
を組み、今和次郎「上州と甲州の民家」、土橋長俊「自在鈎に就て」、木村幸一郎「東京近郊
の土神像」などを載せ、同誌第 2巻第 1号（昭和 4年 1月）でも「造型美術採集図」と 
して、吉田謙吉「正月の船」、今和次郎「信州諏訪中州村の道祖神」などを載せていること






や鉞の刃には片面は 3 本、もう片面には 4 本の筋が引かれていて、この筋には呪的な説明
伝承があり、こうしたことを知っていた上での提案かも知れない。 
 

















昭和 12 年（1937）11 月 11 日には造形伝承の一つとして「かまどの話」をしていて、『折
口信夫全集ノート編』第 7巻では、これに続いて講義で扱われた「二 刀の話」「三 ほこ、










































口 1938<1996: 265>）。また、昭和 13年（1938）9月から 11月にかけて郷土研究会で行っ
た「芸能伝承の話」の講義では、従来「民俗芸術」と言っていたことについては、芸術とい
う場合は「民族」と言うべきで「民族芸術」が正しいと訂正している。「民族芸術」も「民














                                                   

















































































































 折口信夫の民俗学のフィールドワークについてはすでに別稿で述べたが（小川 2014ｂ: 











訪ねながら行った道祖神祭り調査、同年 8 月の王子田楽見学、大正 7 年（1918）9 月の鹿
児島県大隅半島から宮崎県での調査（折口 1918<1996: 362-364>）などもあるが、目的を
もった意図的なフィールドワークで、記録（調査手帖、写真など）を残している 初のもの
は、大正 9年（1920）7月 17日から 7月 25日までの、現在の岐阜県恵那市から長野県阿
南町、天竜村、静岡県浜松市天竜区水窪町などを経て静岡市まで歩き通した民俗採訪で、「信
州採訪手帖」（折口 1998: 205-232）がある。翌大正 10年（1921）7月中旬から 8月下旬
まで沖縄本島を中心とした沖縄、そしてその足で壱岐へ渡り、8月 23日から 9月中旬まで






Research Papers of the Anthropological Institute Vol.2 (2015) 
28 
 
前述の「信州採訪手帖」と大正 10年（1921）の「沖縄採訪手帖」（折口 1997a: 101-154）、
大正 12年（1923）の「沖縄採訪記」（折口 1997b: 155-204）、壱岐採訪の記録である「壱















































































写真８ 首里・三平等殿内の祭壇  
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て（小川 2004a: 131-142）、図と写真を組み合わせて記録を行っている場合もある。 
写真 6 と 9 は「沖縄採訪記」に記された図であるが、これらはともに対応する写真が残
されている。写真 5の図は「沖縄採訪手帖」では、津堅島での採訪記録の 後にあって文章
記録には説明はないが、民家の間取り図には、中に「土間」「かめ」など若干の注記をし、
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